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はじめに

　慶應義塾は、新しい博士人財育成を目指し、８年前に文部科学省支援
の下、リーディングプログラムを開始しました。３年間で文理に跨る２
つの修士号を取得した上で博士学位を取得することにより、主専攻の学
術基盤の枠を大きく超えることで問題意識、価値感を拡げるとともに、
５年間にわたる社会人メンターによる密度の高い指導により、社会課題
解決に挑戦できる人財を育成するという、極めて野心的なプログラムを
慶應義塾大学大学院で全学的に展開して参りました。ご関係の皆様のご
尽力のお蔭で、育成された学生たちは、今まで新卒博士の職場ではなかっ
た企業ビジネス部門や中央省庁に就職し、すでに高い評価が得られてい
ます。また、プログラム修了生と現役生との交流も密に維持できており、
有益なアドバイスが寄せられています。
　こうした大きな成果が後押しとなり、２０１８年３月末で７年間の文
部科学省支援が終了しましたが、慶應義塾は、新しい変革が求められる
今こそ、未来社会創造をプロデュースできる文理融合分野に長けたリー
ダーを育成するため、独自の高度博士人財育成システムを構築し、文系・
理系を越えて分野横断的領域で活躍する人材育成の意義を広く社会に発
信すべきであるとの考えから、独自の予算でこの高度博士人材育成プロ
グラムをそのまま継続し、２０１９年３月末には３期生が修了します。
　このように本プログラムが期待を超えた成果を生んで発展できました
ことは、文部科学省の７年もの長きにわたるご支援、並びに、産業界・
自治体からご参加いただいたボード会議のメンバー、メンターの皆様を
はじめとした学外の関係者、そして主専攻・副専攻の指導教員やプログ
ラム担当者を始めとする学内の関係者のご理解とご指導のおかげであり
ます。皆様に厚くお礼を申し上げますとともに、引き続き本学の高度博
士人材育成のために、ご指導ご鞭撻の程、よろしくお願いいたします。
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